
三 

捕
馬
と
馬
代
金 

 
 

時
季
と
日
程 

 

野
馬
捕
り
は
野
馬
牧
場
の
最
大
の
行
事
で
、
野
馬
牧
場
経
営
の
目
的
で
あ
る
。
野
馬
捕
り
は
毎
年
一
回
行
わ
れ
る
が
、 

小
金
牧
は
春
、
佐
倉
牧
は
田
植
え
と
麦
刈
り
の
終
っ
た
旧
暦
の
七
月
末
か
ら
八
月
ご
ろ
行
わ
れ
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。

雨
天
は
順
延
と
な
る
か
ら
、
日
数
は
四
〇
日
前
後
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
。
完
成
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
の
「
野
馬
御
用
日
記
」
を
次
に
転
載

し
て
み
る
。 

  
 

佐
倉
野
馬
捕
御
用
ニ
付 

 
 

 

加
賀
守
様
并
御
支
配
衆
、
園
田
七
平
殿
、
沼
田
作
兵
衛
殿
、
幸
田
孫
十
郎
殿
、
斉
藤
与
平
次
殿
申
七
月
廿
一
日
、
江
戸
御
出
立
、
船
橋
御
泊
リ
。 

 
 

一
同
廿
二
日 

加
賀
守
様
酒
々
井
御
旅
宿
、
甚
内
宅
江
御
着
ニ
付
、
御
出
迎
、
本
町
昌
白
寺
（
佐
倉
市
）
前
迄
惣
仲
間
之
者
罷
出
、
八
ツ
半
時
（
午 

 
 

 
 

 
 

 
 

後
三
時
）
御
着
、
同
日
、
小
金
御
支
配
御
出
ニ
付
、
惣
仲
間
之
も
の
上
丁
王
前
迄
出
迎
致
候
。 

 
 

一
同
廿
三
日 

内
野
牧
八
代
入
内
払
、
加
賀
守
様
御
出
役
被
遊 

 
 

 
 

 
 

 

候
。 

 
 

一
同
廿
四
日 

内
野
牧
捕
馬
立
会
牧
士
例
年
之
通
、
半
右
衛 

門
、
弥
兵
衛
出
。 

 
 

一
同
廿
五
日 

雨
天
ニ
付
、
休
日 

 
 

一
同
廿
六
日 

御
撰
馬
御
払 

 
 

一
同
廿
七
日 

高
野
牧
内
払
ニ
付
、
同
日□

立
会
長
右
衛
門
、 

半
右
衛
門
出
、
尤
内
払□

加
賀
守
様
御
出
被
遊 

候
、
同
廿
七
日
夜
、
廿
八
日
、
高
野
村
ニ
御
止
宿
。 

 
 

一
同
廿
八
日 

高
野
牧
捕
馬
相
済
、
立
会
牧
士
右
両
人
。 

 
 

一
同
廿
九
日 

惣
役
人
高
野
村□

酒
々
井
江
帰
ル
。 



一
同 

晦
日 

御
撰
馬
御
払 

 
 

一
八
月
朔
日 

御
払 

 
 

 
 

 
 

 
一
同 

二
日 

柳
沢
牧
駒
わ
け
、
立
会
例
年
之
通
今
井
清
兵
衛
出
ル
。
並
木
五
郎
右
衛
門 

申
合
。 

 
 

一
同 
三
日 

柳
沢
牧
内
払
ニ
付
、
立
会
牧
士
鈴
木
源
右
衛
門
、
今
井
清
兵
衛
出
ル
、
尤 

加
賀
守
様
同
日
内
払
酒
々
井
旅
宿□

御
出
立
ニ
付
、
御
案
内
大
谷
勇
右 

衛
門
罷
出
、
御
支
配
夏
右
衛
門
御
一
同
、
墨
村
木
戸
前
迄
、
夫□

墨
野
中 

乗
廻
シ
、
雁
丸
新
田
後
字
う
つ
ぎ
堀□

御
暇
出
、
夏
右
衛
門
様
、
勇
蔵
両 

人
帰
ル
。 

 
 

一
同 

四
日 

柳
沢
牧
捕
馬
立
会
牧
士
源
右
衛
門
、
清
兵
衛
。 

 
 

一
同 

五
日 

捕
馬
相
済
、
立
会
右
両
人
。 

小
間
子
牧
野
馬
内
払
ニ
付
、 

 
 

一
同 

五
日 

小
金
夏
右
衛
門
様
并
支
配
牧
士
、
セ
コ
廻
、
捕
手
其
外
出
役
、
用
草
村
ニ 

止
宿
致
候
、
夏
右
衛
門
様
、
瀧
沢
、
清
兵
衛
方
へ
御
止
宿
、
翌
日
、
松
入
御
詰 

一
同 

六
日 

小
間
子
牧
三
助
木
戸
前□

初
惣
仲
間
内
払
、
吉
田
向
夜
番
土
手
迄
追
入
夜
番
申
付
候 

 
 

一
同 

七
日 

同
牧
捕
馬
一
日
ニ
相
済
、
小
金
御
支
配
其
外
牧
士
、
捕
込□

罷
帰
ル
。 

 
 

 
 

 
 

 

一
加
賀
守
様
六
日
朝
、
用
草
村□

三
助
木
戸
江
御
出
、
小
間
子
捕
馬
相
済
同
日
極
楽
寺
村
捕
込
ノ
下
、
孫
左
衛
門
宅
ニ
御
泊
リ
被
遊
候 

一
同 

八
日 

加
賀
守
様
極
楽
寺
村
御
出
立
、
酒
々
井
江
御
帰
被
遊
候 

 
 

一
同 

九
日 

雨
天
ニ
付
休
日 

 
 

一
同 

十
日 

御
払 

 
 

一
同
十
一
日 

御
払 

 
 

一
同
十
二
日 

御
払 



一
同
十
三
日 

加
賀
守
様
、
夏
右
衛
門
様
其
外
支
配
者
一
同
、
本
矢
作
村
江
出
役
止
宿
致
候 

一
同
十
四
日 

油
田
牧
捕
馬
済
、
同
夜
本
矢
作
村
ニ
惣
止
宿
。 

一
同
十
五
日 

矢
作
牧
新
木
戸
内
、
櫻
田
権
現
前□

内
払
、
夫□

払
出
シ
夜
番
土
手
江
追
入
、
夜
番
申
付
、
当
申
年□

小
泉
入
前
々
通
捕
馬
当
日
払 

ニ
相
成
候 

一
同
十
六
日 

同
夜
捕
馬
相
済
、
尤
城
主
方□

立
会
牧
士
、
三
橋
左
次
馬
、
十
五
日
十
六
日
、
三
橋
庄
作
両
日
出
ル
、
近
村
之
牧
士
宿
元
江
帰
ル
。 

一
同
十
七
日 
加
賀
守
様
岩
山
村
江
御
引
移
り
、
遠
方
牧
士
岩
山
村
江
一
同
参
り
、
岩
山
村
ニ
止
宿
致
候 

一
同
十
八
日 

取
香
牧
捕
馬
一
日
ニ
相
済
、
同
日
小
金
御
支
配
并
牧
士
共
其
外
不
残
宿
元
江
帰
ル 

 
 

 
 

 
 

加
賀
守
様
、
岩
山
村
ニ
一
夜
御
泊
リ 

一
同
十
九
日 

岩
山
御
出
立
、
酒
々
井
江
御
引
移
リ 

一
同 

廿
日 

駒
撰
御
払
、
佐
倉
御
城
主
江
御
渡
駒
之
儀
、
両
度
ニ
御
被
成
候
。 

一
同
廿
一
日 

御
払 

一
同
廿
二
日 

御
払 

一
同
廿
三
日 

御
払 

一
同
廿
四
日 

御
払 

一
同
廿
五
日 

御
払 

一
同
廿
六
日 

柳
沢
牧
巻
直
ニ
付
、
内
払
有
之
、
綿
貫
夏
右
衛
門
様
并 

支
配
之
も
の
迄
不
残
柳
沢
内
払
助
勤
之
義
、
加
賀
守
様 

□

被
仰
付
罷
出
、
同
日
内
払
相
済
、
御
支
配
并
惣
仲
間 

共
宿
元
江
帰
ル
。 

一
同
廿
七
日 

柳
沢
牧
捕
馬
ニ
付
立
会
、
鈴
木
源
右
衛
門
、
檜
垣
拾
右 

衛
門
出
、
今
井
清
兵
衛
義
、
上
ケ
御
馬
才
料
、
江
戸
表 

江
八
月
廿
九
日
参
リ
申
候
ニ
付
、
廿
八
日
ニ
酒
々
井
江 



罷
出
ル
、
同
日
御
払
馬
仕
候 

一
同
廿
九
日 

上
ケ
御
馬
御
牽 

加
賀
守
様
酒
々
井
御
出
立
、
舟
橋
町
御
泊
リ
ニ
而
御
帰 

 
 

 
 

 
 

府
被
遊
候
、
尤
上
ケ
御
馬
三
疋
為
御
牽
、
同
日
跡
ニ
而
御
払
ニ
付
、
右
御
支 

 
 

 
 

 
 

配
、
園
田
七
平
殿
斉
藤
与
平
次
殿
残
リ
居
候 

一
九
月
朔
日 

御
払 

一
同 

二
日 
御
払
、
同
日
不
残
御
払
済 

 
 

一
同 

三
日 

小
金
御
支
配
并
江
戸
御
役
人
衆
不
残
、
酒
々
井
町
出
立
罷
帰
ル
。 

佐
倉
七
牧
野
馬
捕
御
用
〆
四
十
日
懸
ル
、
内
城
主
方
日
数
十
六
日
掛
ル
、
小
金
方
日
数 

二
十
四
日
掛
ル
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
島
田
家
一
三
号
文
書
「
申
歳
野
馬
御
用
日
記
」
） 

以
上
の
日
記
に
よ
っ
て
野
馬
捕
り
の
概
要
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
三
牧
方
の
日 

数
が
四
枚
方
よ
り
少
な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。
三
枚
型
は
七
牧
の
中
心
部
の
柳
沢
・ 

高
野
・
内
野
牧
で
あ
り
、
馬
数
も
四
牧
方
よ
り
多
か
っ
た
が
日
数
の
か
か
っ
て
い
な 

い
の
は
地
形
の
関
係
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

野
馬
捕
り
は
放
牧
し
て
あ
っ
た
馬
の
中
か
ら
乗
馬
、
投
馬
、
農
馬
に
適
し
た
も
の
を
選
び
、
お
払
い
（
払
下
げ
〕
す
る
た
め
に
行
う
の

で
あ
る
が
、
主
と
し
て
三
歳
駒
（
牡
）
を
中
心
と
し
て
歳
古
の
駒
、
駄
（
牝
）
な
ど
も
交
え
て
捕
ら
え
た
。
七
牧
に
放
牧
さ
れ
て
い
た
野

馬
は
三
〇
〇
〇
頭
前
後
、
そ
の
中
か
ら
二
〇
〇
頭
前
後
が
捕
え
ら
れ
て
、
セ
リ
に
か
け
て
払
い
下
げ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。 

 

捕
馬
は
前
記
日
記
の
よ
う
な
日
割
り
に
よ
っ
て
牧
毎
に
順
番
に
行
わ
れ
た
。
当
日
は
江
戸
野
馬
役
人
、
綿
貫
夏
右
衛
門
が
立
ち
会
い
、

牧
士
、
勢
子
廻
、
捕
手
、
網
掛
全
員
が
参
加
し
、
追
勢
子
人
足
を
指
揮
し
て
行
っ
た
。
勢
子
人
足
が
三
メ
ー
ト
ル
余
り
の
竹
竿
を
持
っ
て
、

鬨
の
声
を
あ
げ
て
野
馬
を
追
い
込
む
様
子
は
壮
観
で
あ
り
、
当
日
は
多
数
の
見
物
人
と
買
人
が
集
ま
り
、
捕
込
場
付
近
は
非
常
に
賑
わ
っ

た
と
い
う
。 



追
い
込
ま
れ
た
馬
で
焼
印
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
い
馬
は
、
尻
へ
そ
の
牧
の
焼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
を
し
て
、
野
返
し
す
る
も
の
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

払
い
下
げ
す
る
も
の
と
選
馬
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
る
。
払
い
下
げ
す
る
馬
は
そ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
場
で
セ
リ
に
か
け
る
が
、
売 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
残
っ
た
馬
は
全
部
、
酒
々
井 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町
の
御
払
箱
へ
牽
き
入
れ
て
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
を
改
め
て
再
度
セ
リ
に
か
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ら
れ
た
。
四
牧
方
で
捕
え
ら
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
馬
の
う
ち
、
二
～
三
疋
は
江 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
戸
の
野
馬
役
所
へ
、
一
〇
疋
は
佐
倉
城
主
に
与
え
ら
れ
る
の
が
、
毎
年
の
例
と
な
っ
て
い
た
。

残
り
の
馬
は
農
民
に
売
り
渡
さ
れ
た
。 

捕
馬
数
と
残
馬
数 
 

佐
倉
七
牧
の
規
模
は
馬
数
訳
三
〇
〇
〇
頭
、
捕
馬
御
払
数
は
二
〇
〇
頭
前
後
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
町
史
料
集 

に
よ
っ
て
、
四
牧
の
捕
馬
数
と
残
馬
数
は
５
―
57
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
か
ら
捕
馬
数
は
年
度
に
よ
っ
て

か
な
り
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
野
馬
は
自
然
環
境
の
中
で
生
育
す
る
の
で
、
そ
の
年
の
機
構
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受

け
た
よ
う
で
あ
る
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
一
六
八
疋
に
対
し
て
、
翌
四
年
の
七
八
疋
、
五
年
の
八
一
疋
と
半
減
し
て
い
る
の
は
、

両
年
と
も
関
東
地
方
飢
饉
年
の
天
候
異
変
に
よ
る
も
の
と
推
察
で
き
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
減
少
も
自
然
環
境
の
異
変
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

残
馬
数
は
例
年
捕
馬
終
了
後
、
牧
ご
と
の
父
馬
・
母
駄
・
二
才
駒
・
当
才
駒
・
当
才
駄
の
五
種
類
に
分
け
て
野
馬
役
所
に
報
告
す
る
と 



と
も
に
管
理
の
参
考
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

四
牧
の
残
馬
数
は
小
間
子
牧
が
最
も
多
く
、
矢
作
牧
、
取
香
牧
、
油
田
牧 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
順
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
牧
方
は
四
牧
方
よ
り
も
や
や
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
明
細
な
資
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

が
見
当
た
ら
ず
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

馬 

代 

金 
 

捕
馬
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
た
野
馬
の
大
部
分
は
農
民
に
払 

い
下
げ
ら
れ
た
。
馬
代
金
は
年
度
に
よ
っ
て
大
差
が
あ
っ 

た
よ
う
で
あ
る
。 

 

享
保
か
ら
文
化
年
代
初
期
ま
で
は
一
疋
二
両
二
分
前
後
で
払
い
下
げ
ら
れ 

た
と
推
定
で
き
る
。
四
牧
方
牧
士
、
今
井
清
左
衛
門
、
鈴
木
源
右
衛
門
な
ど 

が
牧
士
に
任
用
さ
れ
た
当
初
の
給
与
は
給
馬
二
疋
で
あ
っ
た
が
、
享
保
の
改 

革
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
金
五
両
の
給
金
に
代
え
ら
れ
た
こ
と
で
も
わ
か
る
。 

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
馬
代
金
控
に
よ
る
と
、
六
頭
の
価
格
は
最
高
四

両
二
朱
、
最
低
一
両
三
分
、
平
均
三
両
と
な
っ
て
い
る
。 

 

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
以
降
の
「
島
田
家
文
書
」（
町
史
料
集
（
三
）
）
に
は
そ
の
年
の
馬
数
と
平
均
価
格
が
記
さ
れ
て
い
る
。
５
―
59
表

で
見
る
よ
う
に
年
代
が
下
が
る
に
従
っ
て
高
値
と
な
り
、
さ
ら
に
幕
末
の
動
乱
期
に
な
る
と
、
馬
の
重
要
度
が
評
価
さ
れ
て
需
要
が
急
増

し
、
価
格
も
飛
躍
し
て
い
る
。 

 

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
「
捕
馬
御
用
中
日
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

九
月
三
日 

曇 

 
 

一
御
払
弐
拾
三
疋 

内
壱
疋
建
之
御
馬 



 
 

 
 

代
金
七
百
八
十
三
両
弐
分
也 

 
 

 
 

平
均
金
三
拾
四
両
銀
弐
匁
九
分
壱
厘
弐
毛 

 
 

 
 

九
月
四
日 

小
雨 

 
 

一
御
払
拾
六
疋 

平
均
金
廿
六
両
一
分
弐
朱
銀
壱
匁
八
分
七
厘
弐
毛 

 
 

 
 

代
金
四
百
弐
拾
弐
而
弐
分
也 

               



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
月
五
日 

朝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
御
払
拾
壱
疋 

平
均
金
弐
拾
五
両
一
分
銀
四
匁
九
厘
弐
毛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
金
弐
百
七
拾
八
両
弐
分 

 
 

 

（
以
下
略
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
町
史
料
集
（
三
）
六
一
―
①
） 

以
上
の
よ
う
に
高
価
に
な
る
と
、
農
民
に
は
と
て
も
買
え
な
い
価
格
で
あ
る
。 

お
そ
ら
く
軍
需
用
の
役
馬
と
し
て
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
農
民
に
売
り 

渡
さ
れ
た
馬
代
金
は
現
金
で
は
な
か
っ
た
。
予
め
届
け
ら
れ
て
い
た
そ
の
村
の 

名
主
・
組
頭
の
保
証
に
よ
っ
て
、
三
か
年
・
五
か
年
・
七
か
年
賦
の
支
払
い
と 

な
っ
て
い
た
。 

馬
代
金
の
取
り
立
て
に
関
す
る
限
り
、
苛
酷
な
取
り
立
て
は
な
か
っ
た
よ
う 

で
あ
る
。
凶
作
な
ど
を
理
由
に
十
か
年
・
二
十
か
年
賦
の
延
納
願
い
を
出
し
て
、 

聞
き
届
け
ら
れ
て
も
金
利
の
加
算
は
な
か
っ
た
し
、
不
納
し
て
呼
び
出
さ
れ
叱 

責
を
う
け
て
も
、
強
制
執
行
さ
れ
た
形
跡
は
文
書
の
上
で
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。 

む
し
ろ
取
立
役
を
勤
め
た
牧
士
が
、
中
間
に
た
っ
て
苦
慮
し
た
有
様
が
文
書
に 

表
れ
て
い
る
。 

 


